
 
■ 児童の安全の確認と安全の確保を最優 
 先とした対応の徹底 
 
■ 児童の早期保護に向けた関係機関との  
 連携の強化 
 
■ 厳正な捜査と被害児童の支援 
 
■ 情報の集約と組織としての的確な対応 

 
○ 警察から児童相談所に通告した児童数は増加し、過去最多 
○ 児童虐待事件の検挙件数は、引き続き高水準 
 

警察庁における児童虐待への対応 

 
★ 児童の安全を直接確認するため、最大限の対応 
 を徹底 
★ 児童相談所との連携を一層強化 
  ・ 緊密な情報交換、研修への協力、人事交流等 
★ 少年警察部門に情報を集約、危険度・緊急度を  
 的確に判断して迅速に対応 
★ 事態の深刻化を防ぐため、迅速的確に事件化判断 
★ 虐待の早期発見等に資するため、部内教養の徹底 
 と関係部門等における情報共有 

児童虐待の早期発見と被害児童の早期救出・保護の推進 

１ 児童虐待の検挙状況等 

警察からの児童相談所への通告児童数 児童虐待事件の検挙状況 

２ 警察における対応の基本 
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○ 児童相談所における研修への協力 
 ・ 立入調査や臨検・捜索の合同研修 

   （令状請求手続の履行演習、実践的なロールプレイ方式） 

○ 人事交流の推進 
 ・ 警察官、警察官ＯＢの児童相談所への派遣等 

   平成２６年４月１日現在 １６２人 

     （警察官：２０人、警察官ＯＢ：１４２人） 
 
 

 

３ 具体的取組 

(2)警察における対応力の強化 
  ～体制の確立、部内教養の推進等～ 

(1)児童相談所との連携強化 
  ～安全確認業務の向上、警察・児相の相互理解構築～ 

 

○ 人身安全関連事案への体制確立 
 ・ 警察本部における一元的対処体制 

○ 研修会の開催 
 ・ 警察大学校・管区警察学校主催（階級昇格時等） 
 ・ 警察庁主催（生活安全・刑事部門合同） 
 ・ 管区警察局主催（「実践塾」：ゼミ形式）  

○ 全国生活安全警察関係会議等 
 ・ 各都道府県警に対策の徹底を指示  

 

(3) 居住実態が把握できない児童への対応 
 
 ○ 事件性、危険性が高い場合には、初期段階から警察本部が確実に関与して対処   

 

研修カリキュラム例 
・平成26年7月30日～８月７日 
・東北管区警察学校 
 
●児童虐待対策 
●事例研究（演習課題） 
●児童相談所への視察 
●被害児童からの聴取技法 
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